
芽室町議会図書室等運営要綱の策定について 

■検討の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■策定のポイント 

①議会基本条例の本旨に則った内容であること 

②「議会図書室」と「電子図書室」を区分すること 

③管理方法・運営内容を明確にすること（購入・導入、貸出、廃棄等） 

 

■議会図書室等運営要綱の概要 

①議会図書室の趣旨・目的を定めること  ②収集保管する図書を定めること 

③図書室の範囲を明確にすること  ④図書室の運営管理の所在を定めること 

⑤利用者の範囲・利用時間を定めること  ⑥閲覧・貸出・返納のルールを定めること 

⑦遵守事項と紛失等の弁償方法を定めること ⑧図書等の登録、抹消の方法を定めること 

芽室町議会基本条例 

（議会図書室の充実） 

第 23 条 議会は、法第 100 条第 19 項の規定により、議会図書室を適正に管理し運営

するとともに、その機能を強化します。 

２ 議会図書室は、議員のみならず、町民、町長等においても利用することができます。 

令和元年度議会活性化策   １．議会図書室機能の整備 

【取組内容】 

①新庁舎供用後の図書室運用に向け、電子図書の位置づけ、文書・図書の管理ルール等

を規定した「（仮）議会図書室管理要領」を策定する。 

②電子図書室データの管理ルールを検討する。 

地方地自法 

（調査、出頭証言及び記録の提出請求並びに政務活動費等） 

第 100条 －省略－ 

⑰ 政府は、都道府県の議会に官報及び政府の刊行物を、市町村の議会に官報及び市町

村に特に関係があると認める政府の刊行物を送付しなければならない。 

⑱ 都道府県は、当該都道府県の区域内の市町村の議会及び他の都道府県の議会に、公

報及び適当と認める刊行物を送付しなければならない。 

⑲ 議会は、議員の調査研究に資するため、図書室を附置し前二項の規定により送付を受

けた官報、公報及び刊行物を保管して置かなければならない。 

⑳ 前項の図書室は、一般にこれを利用させることができる。 

 

資料８ 



■芽室町議会図書室等運営要綱（案） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は地方自治法(以下「法」という。)第 100条第 19項の規定により設置する

芽室町議会図書室及び芽室町電子図書室(以下「図書室等」という。)に関し，必要な事項

を定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 図書室等は、議員の調査研究に資することを目的として設置する。 

 （定義） 

第３条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

（１）図書 紙に印刷された図書、刊行物をいう。 

（２）電子図書 電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識で

きな い方式で作られた記録をいう。）その他これらの類するもので記録したものをいう。 

（収集保管する図書等） 

第４条 収集保管する図書及び電子図書（以下「図書等」という。）は、法第 100 条第 17 項

及び第 18項の規定により送付を受けた刊行物のほか、町政その他の調査研究等に資するた

めに必要な図書、各種刊行物及び資料等とする。 

（図書室等の範囲） 

第５条 図書室は、芽室町役場 3階の議員控コーナーとする。 

２ 電子図書室は、芽室町議会事務局（以下「議会事務局」という。）が運用する SideBooks

クラウドサービス内にある電子図書室のフォルダとする。 

（運営管理） 

第６条 図書室等は議長の命を受け、議会事務局長(以下「事務局長」という。)が運営管理

する。 

（利用者の範囲） 

第７条 図書室は、議員及び議会事務局職員のほか、議員の調査研究に支障を及ぼさない範

囲において、芽室町職員及び一般に利用させることができる。 

２ 電子図書室の利用は議員及び議会事務局職員に限るものとする。 

（利用時間） 

第８条 図書室の利用時間は、議会事務局の執務時間とする。ただし、電子図書室及び議長

が必要と認める場合はこの限りでない。 

（閲覧） 

第９条 図書等を閲覧しようとする者は、図書室等で自由に閲覧することができる。 

２ 図書を閲覧した者は、閲覧が終わったときは、図書を速やかに所定の場所に返納しなけ

ればならない。 

 （貸出） 

第１０条 図書の貸出しは、議員及び議会事務局職員に限るものとする。 

２ 図書の貸出しを受けようとする者は、図書貸出簿(様式第 号)に所定の事項を記入しなけ

ればならない。 



３ 議長は、貸出しを不適当と認める図書については、これを制限することができる。 

４ 図書の貸出し期間は 10日間以内とし、同時に貸出しを受けることができる図書は 1人 2

冊とする。 

５ 前項の期間を超えて貸出しを受けようとする者は、改めて貸出し手続きをしなければな

らない。 

６ 前項の規定にかかわらず、図書の貸出しを受けた者は、貸出期間中であっても、議長が

必要と認め図書の返納を求めたときは、これを返納しなければならない。 

７ 電子図書の貸出は行わない。 

 （返納） 

第１１条 貸出しを受けた図書を返納するときは、議会事務局職員に申し出て、その確認を

受けなければならない。 

 （遵守事項） 

第１２条 図書の閲覧又は貸出しを受けた者は、図書を切り取り、加筆し、又は転貸しては

ならない。 

２ 電子図書を破壊、改ざん、消去するほか、不正に利用してはならない。ただし、議会事

務局職員が管理のために行う場合はこの限りでない。 

 （弁償） 

第１３条 図書を紛失又は著しく汚損若しくは破損したときは，その旨を届け出て，同一の

図書を弁償しなければならない。ただし，同一の図書を弁償することができないときは，

相当の代価の支払をもってこれに代えることができる。 

 （登録） 

第１４条 図書の購入及び寄贈図書の受領があったとき、又は電子図書の取得があったとき

は、当該図書等を図書管理簿(様式第 3 号)に登録しなければならない。ただし、雑誌その

他の軽易な図書等については、図書管理簿への登録を省略することができる。 

２ 図書等の分類は、図書分類表(別表第 1)に基づくものとする。 

 （登録抹消） 

第１５条 議長は、次に掲げる図書等を図書管理簿の登録から抹消することができる。 

（１）図書保存基準(別表第 2)により保存期間が経過した図書等 

（２）資料的価値が乏しくなった図書等 

（３）損傷により利用不可能な図書等 

（４）紛失、消失した図書等 

（５）その他登録を抹消することが適当な図書等 

 （その他） 

第１６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、議長が定める。 


